
岸
岱
筆
高
井
鴻
山
宛
書
簡
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
） 

翻
刻
と
解
題 

 
藤
原
幹
大
（
美
学
美
術
史
学
専
門
／
博
士
課
程
後
期
課
程
） 
 

  

一
、
は
じ
め
に 

 

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
画
家
・
岸
岱
（
一
七
八
二
～
一
八
六
五
）
が
、
小

布
施
の
素
封
家
で
文
化
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
高
井
鴻
山
（
一
八
〇
六
～
一
八
八
三
）

に
送
っ
た
書
簡
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
翻
刻
と
解
題
を
行

う
。
本
書
簡
は
南
大
曹
旧
蔵
名
家
書
翰
集
の
一
部
で
、
現
在
は
巻
子
装
と
な
っ
て
い

る
。
法
量
は
一
八×

一
七
七c

m

で
、
巻
頭
に
は
「
岸
岸
岱
」
と
記
さ
れ
た
桃
色
の
題

簽
が
貼
ら
れ
る
。
画
像
デ
ー
タ
が
「
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に

て
ウ
ェ
ブ
上
で
閲
覧
可
能
で
、
筆
者
も
こ
れ
に
よ
っ
た
。
本
文
中
に
は
画
家
と
注
文

主
と
の
協
議
の
経
過
が
示
さ
れ
、
本
画
に
お
け
る
図
像
の
決
定
過
程
を
う
か
が
え
る

一
資
料
と
し
て
、
ま
た
研
究
が
途
上
状
態
に
あ
る
岸
派
の
画
家
に
つ
い
て
問
題
を
提

起
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
。 

 

二
、
岸
岱
お
よ
び
高
井
鴻
山
の
人
物
像 

 

書
簡
の
内
容
を
確
認
す
る
前
に
、
岸
岱
と
高
井
鴻
山
の
人
物
像
に
関
し
て
整
理
し

て
お
き
た
い
。 

 

岸
岱
は
、
江
戸
中
～
後
期
の
京
で
活
動
し
た
画
家
・
岸
駒
（
一
七
四
九
ま
た
は
一

七
五
六
～
一
八
三
八
）
の
長
男
で
、
名
は
国
章
の
ち
に
岱
と
名
乗
る
。
父
・
駒
の
用

い
た
肥
痩
の
あ
る
線
描
を
受
け
継
ぐ
と
同
時
に
、
当
時
流
行
し
て
い
た
四
条
派
風
の

瀟
洒
な
画
風
を
取
り
入
れ
、
十
九
世
紀
以
降
、
岸
派
が
一
大
画
派
と
な
る
基
盤
を
形

成
し
た
一

。
当
時
の
人
名
録
や
画
家
番
付
か
ら
は
、
四
条
派
の
祖
・
呉
春
（
一
七
五
二

～
一
八
一
一
）
亡
き
あ
と
の
京
に
お
い
て
、
画
壇
の
長
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築

い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
二

。
実
際
に
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
御
所
障
壁
画

制
作
に
際
し
て
は
「
諸
大
夫
の
間
」
を
担
当
す
る
が
、
そ
の
う
ち
最
高
位
の
人
物
の

控
え
間
で
あ
る
「
公
卿
の
間
」
を
描
い
た
の
は
岸
岱
で
あ
り
、
岸
派
が
当
時
充
実
期

に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
三

。
な
お
、
彼
は
有
栖
川
宮
家
に
仕
え
る
地
下
人
で
、

『
地
下
家
伝
』
四

に
よ
る
と
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
十
二
月
十
九
日
に
従
六
位
下

筑
前
介
に
、
の
ち
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
十
一
日
に
は
従
五
位
下
越
前
守
に

叙
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
書
簡
の
出
さ
れ
た
時
期
に
関
す
る
手
が
か

り
と
な
り
得
る
た
め
、
後
述
す
る
鴻
山
の
活
動
と
併
せ
て
判
断
し
た
い
。 

一
方
、
高
井
鴻
山
は
信
州
小
布
施
の
豪
農
商
で
、
佐
久
間
象
山
や
葛
飾
北
斎
（
一

七
六
〇
～
一
八
四
九
）
と
の
交
遊
で
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
な
お
本
姓
は
市
村

で
、
貧
民
救
済
を
行
っ
た
祖
父
・
作
左
衛
門
の
代
に
高
井
姓
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ

れ
た
。
鴻
山
も
祖
父
同
様
、
天
保
の
飢
饉
に
際
し
て
倉
を
開
放
し
、
多
く
の
村
民
を

救
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
野
県
小
布
施
町
で
は
現
在
に
至
る
ま
で
顕
彰
が
盛
ん
で
あ
る

五

。
こ
の
他
に
も
私
塾
を
開
く
、
尊
王
攘
夷
論
・
公
武
合
体
論
を
唱
え
国
事
に
奔
走

す
る
な
ど
、
様
々
な
功
績
や
著
名
人
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
郷
土
を
象
徴
す
る
人
物

と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
書
画
を
含
む
関
係
資
料
の
多
く
は
現
在
、
同
地

の
高
井
鴻
山
記
念
館
に
収
蔵
さ
れ
、
そ
の
事
績
を
辿
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
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鴻
山
の
蔵
書
に
関
し
て
は
、
小
布
施
町
立
図
書
館
ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
に
お
い
て
鴻

山
文
庫
と
し
て
保
存
さ
れ
、
近
年
そ
の
全
容
が
公
刊
さ
れ
る
な
ど
、
美
術
史
学
的
観

点
に
留
ま
ら
な
い
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
六

。 

書
状
内
に
み
え
る
岸
岱
、
お
よ
び
そ
の
父
・
岸
駒
と
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）、

京
へ
の
遊
学
の
際
に
知
り
合
っ
た
と
思
わ
し
い
。
現
存
す
る
鴻
山
の
花
鳥
画
に
お
い

て
は
、
岸
派
の
特
徴
を
引
き
継
ぐ
作
品
も
見
受
け
ら
れ
、
彼
ら
に
画
を
学
ん
だ
と
の

伝
承
を
裏
付
け
て
い
る
。
小
布
施
に
戻
っ
た
の
ち
も
岸
家
と
の
交
流
は
継
続
し
、
同

地
に
は
現
在
も
岸
派
の
作
品
が
伝
わ
る
。
岩
佐
伸
一
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
鴻
山
の

手
控
え
で
あ
る
『
重
修
堂
主
人
手
控
帖
』
に
は
「
い
つ
、
い
く
ら
で
、
ど
の
よ
う
な

作
品
を
入
手
し
、
ど
こ
へ
頒
け
た
か
」
が
記
さ
れ
、
岸
岱
の
作
品
も
五
〇
件
ほ
ど
確

認
で
き
る
と
い
う
七

。
岸
岱
作
品
の
購
入
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
本
書
簡
の
関

連
が
期
待
さ
れ
る
が
、
本
稿
執
筆
ま
で
に
調
査
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
書
簡

の
内
容
と
双
方
の
活
動
履
歴
か
ら
、
書
か
れ
た
時
期
を
検
討
す
る
。 

 

ま
ず
岸
岱
が
「
筑
前
介
」
を
名
乗
っ
た
期
間
か
ら
、
下
限
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五

三
）
に
設
定
で
き
る
。
く
わ
え
て
鴻
山
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
～
天
保
元
年
（
一

八
三
〇
）
ま
で
再
び
京
へ
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
～
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

秋
ま
で
江
戸
へ
遊
学
し
て
い
る
た
め
、
左
記
の
期
間
の
い
ず
れ
か
に
絞
り
込
め
る
。 

 

① 

天
保
元
年
に
京
か
ら
戻
り
、
同
四
年
に
江
戸
へ
遊
学
す
る
ま
で
の
間
。 

② 

小
布
施
へ
戻
っ
た
天
保
七
年
以
降
～
嘉
永
六
年
ま
で
の
間
。 

 

さ
ら
に
、
岸
岱
が
牛
を
描
い
た
扇
面
画
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
の
干

支
は
丑
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
干
支
を
考
慮
し
た
場
合
、
天
保
十
二
年
（
一
八

四
一
）
と
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
二
つ
が
該
当
す
る
が
、
こ
の
う
ち
前
者
は
、

前
年
の
九
月
に
鴻
山
の
父
・
熊
太
郎
が
没
し
て
い
る
た
め
、
書
簡
の
冒
頭
で
新
春
の

挨
拶
を
述
べ
て
い
る
点
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
簡

は
嘉
永
六
年
の
二
月
十
三
日
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
こ
の
書
簡
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
も
っ
て
目
に
付
く
の
は
料
紙
の
美
し
さ

で
あ
ろ
う
。
陰
暦
二
月
ら
し
く
桜
が
摺
ら
れ
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
用
い
た
花
弁
の
表
現

も
確
認
で
き
る
。
文
中
の
岸
岱
の
言
か
ら
は
、
鴻
山
を
非
常
に
気
遣
う
様
子
が
読
み

取
れ
る
が
、
こ
う
し
た
料
紙
の
装
飾
か
ら
も
彼
の
細
や
か
な
心
遣
い
が
看
取
さ
れ
る
。 

 

三
、
書
簡
の
内
容 

書
簡
の
内
容
は
次
の
四
件
に
大
別
さ
れ
る
。 

一
件
目
は
、
絹
本
の
画
の
潤
筆
料
の
他
に
、「
交
張
」
用
の
作
品
の
代
金
を
受
け
取

り
、
対
応
す
る
そ
れ
ら
の
作
品
を
送
っ
た
報
告
で
あ
る
。
続
け
て
、
画
絹
代
の
支
払

い
を
申
し
出
る
鴻
山
に
対
し
て
辞
退
の
意
思
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に

二
件
目
は
、「
虎
図
屏
風
」
の
礼
金
と
共
に
、
料
紙
の
代
金
を
送
金
し
た
こ
と
へ
の
礼

と
な
っ
て
い
る
。
三
件
目
で
は
、
李
商
隠
の
漢
詩
を
絵
画
化
す
る
に
あ
た
り
、
鴻
山

に
よ
る
詩
中
の
語
の
解
釈
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
い
る
。
四
件
目
は
、
伏
見
人
形

の
一
文
牛
を
描
い
た
扇
絵
を
送
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
内
容
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

四
件
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
、
個
別
に
検
討
す
る
。 

 

（
い
）
絹
本
の
画
の
儀 

 

こ
こ
で
は
絹
本
の
「
梅
に
双
鶴
図
」
に
金
一
両
の
潤
筆
料
が
、
紙
本
の
「
交
張
」
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用
の
作
品
五
枚
に
金
一
疋
の
謝
金
が
支
払
わ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
作
品
を
送
っ

た
と
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
「
梅
に
双
鶴
図
」
に
つ
い
て
は
、
鴻
山
か
ら
提
案
さ
れ

た
絹
代
の
支
払
い
を
辞
退
し
て
い
る
。 

 

問
題
と
な
る
の
は
「
交
張
」
の
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
張
交
、
す
な
わ
ち
「
貼
交
」

と
同
義
と
し
て
解
釈
で
き
る
八

。
す
な
わ
ち
、
貼
交
屏
風
に
用
い
る
小
型
の
作
品
の

注
文
に
応
え
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
十
八
世
紀
末
か
ら
徐
々
に
、
富
裕
な
町
人
に

よ
る
書
画
収
集
が
盛
ん
に
な
り
、
収
集
し
た
作
品
を
書
画
帖
や
貼
交
屏
風
に
仕
立
て

た
作
例
が
増
え
始
め
る
点
は
多
く
の
研
究
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
九

、
本
書
簡
に
み

え
る
紙
本
の
作
品
も
そ
う
し
た
依
頼
に
基
づ
く
と
考
え
る
。 

 

な
お
、
高
井
鴻
山
記
念
館
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
館
長
の
金
田
功
子
氏
よ
り

「
梅
に
鶴
図
」
の
掛
幅
が
現
在
同
地
に
遺
る
こ
と
を
ご
教
示
頂
い
た
。
書
簡
中
の
作

品
に
相
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

（
ろ
）
虎
図
屏
風 

昨
年
の
冬
に
依
頼
さ
れ
た
虎
図
屏
風
に
つ
い
て
、
金
五
両
の
謝
金
に
く
わ
え
紙
代

の
金
一
方
、
す
な
わ
ち
一
分
金
を
拝
領
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
こ
と
へ
の
謝
意
を
示

し
て
い
る
。（
い
）
の
件
で
絹
代
の
受
け
取
り
を
辞
退
し
て
い
る
理
由
に
は
、
虎
図
屏

風
の
件
で
同
様
の
心
遣
い
を
受
け
た
こ
と
か
ら
の
遠
慮
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
は
）
李
商
隠
の
漢
詩 

書
簡
全
体
で
こ
の
一
件
に
関
す
る
内
容
が
最
も
長
く
、
岸
岱
も
鴻
山
の
意
見
を
聞

き
た
い
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
簡
の
中
心
的
な
話
題
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
当
時
の
絵
画
の
価
格
や
、
制
作
事
情
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
点
で
非
常
に
興
味
深
い
。
文
章
後
半
に
名
が
挙
が
る
「
舛
屋
次
郎
助
」
に
つ
い

て
は
岸
派
関
係
の
資
料
か
ら
そ
の
名
を
見
出
せ
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
人
名
録
や

地
誌
を
再
度
確
認
し
た
い
。 

「
贏
を
取
る
」
の
意
が
難
解
だ
が
、
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
十
（
大
修
館

書
店
、
一
九
五
九
年
）
よ
り
「
贏
」
の
項
を
見
る
と
「
あ
ま
る
。
あ
ま
り
。」
と
の
解

説
が
み
え
る
。
こ
こ
か
ら
〔
余
計
な
も
の
〕
と
し
て
捉
え
、
前
後
の
文
で
非
常
に
か

し
こ
ま
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
、
〔
余
計
な
こ
と
を
言
う
〕
程
度
の
意

と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
こ
で
は
岸
岱
が
鴻
山
か
ら
、
李
商
隠
の
漢
詩
「
錦
瑟
」
一
〇

を
描
い
た
画
を
望
ま

れ
、
そ
の
絵
画
化
に
あ
た
っ
て
詩
の
解
釈
に
つ
い
て
鴻
山
と
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。

同
詩
は
『
三
体
詩
』
に
採
ら
れ
て
お
り
一
一

、
認
知
度
の
高
い
漢
詩
で
あ
っ
た
と
推
察

さ
れ
る
が
、
画
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
作
例
は
岸
岱
に
限
ら
ず
、
現
段
階
で
把
握
し

て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
清
・
席
啓
寓
『
唐
詩
百
名
家
全
集
』（
康
煕
四
十
七
年

〈
一
七
〇
二
〉
序
刊
）
所
収
の
『
李
商
隠
詩
集
』
や
、
清
代
の
注
釈
書
で
あ
る
『
李

義
山
詩
集
箋
注
』
一
二

で
は
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
伝
統
的
に
李
商
隠
詩
の
名
編

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
一
三

。 

こ
の
書
簡
に
先
立
ち
、
鴻
山
は
〔
珠
〕
と
〔
玉
〕
の
区
別
が
詩
中
に
お
い
て
な
さ

れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
と
み
ら
れ
、
岸
岱
は
そ
れ
に
対
し
、
ま
ず
両
者
の
区

別
は
な
い
と
し
、
続
け
て
持
論
を
展
開
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
月
明
ら
か
に
し
て

珠
涙
有
り
」
と
は
海
上
に
映
る
月
の
た
と
え
で
、
「
藍
田
日
暖
か
に
し
て
玉
煙
を
生

ず
」
は
、
藍
田
山
に
太
陽
が
昇
り
、
そ
の
際
に
生
じ
た
陽
炎
を
煙
に
見
立
て
た
も
の
、

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
玉
と
珠
は
比
喩
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
言
葉
が
そ
れ
ぞ

れ
指
す
内
容
は
異
な
る
が
、
文
字
と
し
て
の
区
別
は
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
解
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釈
と
な
る
。 

ま
た
、
一
幅
で
描
く
と
繁
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
双
幅
で
制
作
す
る
こ
と
を

伝
え
た
の
ち
、
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
返
却
し
て
構
わ
な
い
と
、
繰
り
返
し
鴻
山
を
気

遣
う
文
言
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鴻
山
は
当
初
、
一
幅
で
描
く
よ
う
求
め
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
念
入
り
に
鴻
山
の
意
を
う
か
が
う
様
子
か
ら
は
、
岸

岱
が
画
の
師
匠
と
し
て
の
立
場
か
ら
持
論
を
押
し
通
す
の
で
は
な
く
、
鴻
山
の
意
に

適
う
か
を
最
優
先
し
、
鴻
山
の
考
え
を
尊
重
す
る
態
度
が
認
め
ら
れ
る
。 

こ
こ
で
疑
問
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
な
ぜ
鴻
山
が
岸
岱
に
詩
文
の
絵
画
化

を
依
頼
し
、
く
わ
え
て
詩
文
の
解
釈
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
岸
岱
が
一
定
以
上
の
教
養
を
備

え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
伝
承
や
記
録
が
存
在
す
る
点
が
指
摘
で
き
る
。 

た
と
え
ば
、
京
の
人
名
録
で
あ
る
『
平
安
人
物
志
』
に
は
文
化
十
年
版
以
降
「
画

家
」
の
項
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
十
三
年
版
以
降
は
「
文
雅
」
の
項
に
も
同

時
に
名
を
連
ね
て
い
る
一
四

。
こ
の
項
に
は
他
に
、
『
絵
本
通
俗
三
国
志
』
な
ど
で
知

ら
れ
る
読
本
作
者
・
池
田
東
籬
（
一
七
八
八
～
一
八
五
七
）
や
、
町
奉
行
の
与
力
で

あ
り
な
が
ら
諸
分
野
の
学
芸
に
通
じ
，
陵
墓
研
究
で
功
績
を
残
し
た
平
塚
飄
斎
（
一

七
九
四
～
一
八
七
五
）
、
香
川
景
樹
門
下
の
歌
人
だ
が
医
学
も
学
び
、
種
痘
を
奨
励

し
た
疋
田
千
益
（
一
七
九
三
～
一
八
六
九
）
な
ど
、
複
数
の
分
野
で
横
断
的
に
活
動

し
た
人
物
の
名
が
み
え
る
一
五

。
岸
岱
が
著
述
活
動
に
関
わ
っ
た
形
跡
は
、
文
政
十
三

年
刊
の
小
島
涛
山
（
著
）・
東
隴
庵
（
増
補
）『
地
震
考
』
に
お
い
て
、
序
文
を
記
す

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
、
画
家
以
外
と
し
て
の
活
動
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
人
々
が
彼
を
〔
画
家
〕
に
留
ま
ら
な
い
人
物
と
見
做
し
て

い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
一
六

。 

な
お
、
流
派
内
の
活
動
で
は
あ
る
が
、
岸
岱
は
し
ば
し
ば
自
画
賛
や
岸
駒
画
へ
の

着
賛
を
行
っ
て
お
り
一
七

、
こ
う
し
た
行
跡
を
も
っ
て
「
同
派
の
中
で
最
も
文
筆
に
優

れ
た
人
物
」
な
る
認
識
が
生
ま
れ
た
と
も
推
察
で
き
る
。
さ
ら
に
、
父
・
岸
駒
に
関

し
て
は
当
時
、
書
家
と
し
て
の
認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
文
政
十
三

年
版
『
平
安
人
物
志
』
一
八

の
「
書
」
の
項
に
は
「
岸
天
開
〔
再
出
／
在
中
巻
〕
一
九

」

な
る
人
物
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
物
こ
そ
天
開
翁
の
号
を
持
ち
、
中
巻
の

「
画
」
の
部
に
そ
の
名
が
み
え
る
岸
駒
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
妥
当
性
に
つ
い
て
は

今
後
、
文
献
資
料
か
ら
の
精
査
を
要
す
る
が
、
岸
岱
の
文
筆
家
的
側
面
を
解
明
す
る

端
緒
と
な
り
得
る
情
報
と
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
。 

ま
た
、
岸
岱
に
よ
る
詩
文
の
解
釈
は
、
何
ら
か
の
注
釈
書
に
基
づ
く
も
の
で
は
な

く
、
彼
自
身
の
考
え
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）

刊
で
江
戸
期
に
も
覆
刻
さ
れ
た
『
増
註
唐
賢
絶
句
三
体
詩
法 

巻
之
二
』
で
は
、「
滄

海
月
明
珠
有
涙
」
は
中
秋
の
頃
に
で
き
る
真
珠
と
し
て
、「
藍
田
日
暖
玉
生
煙
」
は
戴

容
州
の
詩
の
一
節
で
、
藍
田
山
か
ら
産
出
さ
れ
る
玉
が
陽
光
を
反
射
し
、
煙
を
上
げ

る
よ
う
に
照
り
輝
く
様
子
と
し
て
解
説
さ
れ
て
お
り
二
〇

、
い
ず
れ
も
岸
岱
の
解
釈
と

は
異
な
る
。 

こ
の
一
件
に
関
し
て
非
常
に
興
味
深
い
点
は
、
詩
の
絵
画
化
の
際
、
岸
岱
と
鴻
山

が
細
か
な
語
の
解
釈
を
重
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
般
に
、
文
学
や
故
事
に
基
づ

く
画
題
は
図
像
と
し
て
定
型
化
し
や
す
く
、
先
行
図
像
を
元
に
し
て
描
か
れ
る
こ
と

が
多
い
。
だ
が
、
岸
岱
と
鴻
山
は
詩
情
を
表
出
す
る
に
あ
た
り
、
自
ら
の
解
釈
を
元

に
し
て
図
像
を
作
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
態
度
が
当
時
一
般
的
で
あ
っ

た
か
は
、
さ
ら
な
る
検
討
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、
詩
意
の
表
出
を
重
視
す
る
客
層

と
、
そ
れ
に
応
え
る
画
家
が
存
在
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。 
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な
お
、
本
件
の
末
尾
に
は
「
注
に
云
」
と
し
て
、
作
品
の
裏
打
の
依
頼
に
関
す
る

話
題
が
付
け
加
え
ら
れ
る
。
文
中
の
「
惣
グ
マ
」
は
「
総
隈
」
を
指
し
、
完
成
品
と

し
て
良
い
と
判
断
し
た
た
め
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
送
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。 

 

（
に
）
一
文
牛
の
扇
絵 

手
紙
の
最
後
で
は
、
商
談
と
教
養
的
な
話
題
が
続
い
た
の
を
和
ら
げ
る
意
味
も

あ
っ
て
か
、
岸
岱
の
描
い
た
扇
絵
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
伏
見
人
形
の
一
種
で
あ
る
一
文
牛
を
描
い
た
も
の
で
、
落
款
に
も
一
文
牛
の

図
様
を
あ
し
ら
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
二
一

。
一
文
牛
は
子
供
の
疱
瘡
除
け
と
し
て

親
し
ま
れ
た
玩
具
で
あ
り
、
扇
絵
は
新
年
の
祝
賀
と
同
時
に
、
一
家
の
健
康
を
祈

念
し
て
贈
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
現
存
は
定
か
で
な
い
が
、
戯
れ
に
と
い
う

文
言
か
ら
淡
彩
な
い
し
墨
画
で
略
筆
的
に
描
い
た
、
素
朴
で
瀟
洒
な
画
が
連
想
さ

れ
る
。「
御
専
笑
く
だ
さ
る
べ
く
候
」
と
い
う
岸
岱
の
言
通
り
、
扇
を
受
け
取
っ
た

鴻
山
も
愛
ら
し
さ
に
笑
み
を
こ
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
想
像
さ
せ
ら
れ
る
一
節

で
あ
る
。
な
お
、
一
文
牛
の
印
章
を
用
い
た
作
例
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
虎
と
思
わ
し
き
動
物
が
彫
ら
れ
た
印
章
が
、
岸
岱
の
作

品
か
ら
確
認
で
き
る
（
図
一
）
。 

 

    

一 

岸
派
の
画
家
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
の
書
を
参
考
に
し
た
。『
岸
駒 

没
後
一
五
〇
年
記
念

  

   

四
、
お
わ
り
に 

 

本
書
簡
の
内
容
は
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
中
国
文
学
主
題
の
絵
画
と
、
そ
の
画
題

の
典
拠
と
な
る
文
学
と
の
関
連
性
を
考
察
す
る
上
で
、
興
味
深
い
資
料
を
供
し
て
い

る
。「
錦
瑟
図
」
に
つ
い
て
は
今
後
、『
重
修
堂
主
人
手
控
帖
』
や
小
布
施
に
伝
来
す

る
作
品
の
調
査
を
通
じ
て
検
討
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
高
井
家
所
蔵
の
書
画
の

多
く
は
明
治
期
に
他
家
の
手
へ
渡
り
、
高
井
鴻
山
記
念
館
に
収
蔵
さ
れ
る
岸
派
の
画

は
限
ら
れ
て
い
る
二
二

。
し
た
が
っ
て
同
作
品
の
捜
索
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、「
錦
瑟
図
」
を
含
む
、
包
括
的
か
つ
長
期
的
な
同
地
の
岸
派
作
品
調
査
と

と
も
に
、
他
の
中
国
故
事
・
文
学
主
題
に
よ
る
岸
岱
作
品
の
考
察
を
個
別
に
進
め
、

集
積
す
る
必
要
が
あ
る
。 

十
九
世
紀
の
京
で
活
躍
し
た
画
家
た
ち
は
従
来
、
有
象
無
象
の
画
家
群
と
し
て
軽

ん
じ
ら
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
り
、
近
年
よ
う
や
く
研
究
の
基
盤
が
作
ら
れ
つ
つ
あ

る
。
岸
派
の
画
家
に
つ
い
て
も
例
外
で
な
く
、
伝
記
・
文
書
資
料
は
四
条
派
な
ど
の

他
派
の
画
家
よ
り
豊
富
な
も
の
の
、
創
始
者
の
岸
駒
で
す
ら
、
生
没
年
や
作
風
の
変

化
を
は
じ
め
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
書
簡
の
内
容
を
現
存
作
品
と
併
せ

て
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
岸
岱
の
画
家
と
し
て
の
新
た
な
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
。 

特
別
展
』
富
山
美
術
館
、
一
九
八
七
年
。『
岸
派
と
そ
の
系
譜 

岸
駒
か
ら
岸
竹
堂
へ
』

                                        

          

 

（図一）岸岱使用印章 

「
錦
瑟
無
端
五
十
弦 

一
弦
一
柱
思
華
年 

荘
生
暁
夢
迷
蝴
蝶 

望
帝
春
心
託
杜
鵑 

滄
海
月
明
珠
有
涙 

藍
田
日
暖
玉
生
煙 

此
情
可
待
成
追
憶 

只
是
當
時
已
惘
然
」 
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栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。『
京
都
画
壇 

岸
派
の
展
開
』
敦
賀
市
立
博
物

館
、
二
〇
〇
五
年
。 

二 

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
記
さ
れ
た
『
平
安
画
家
評
判
記
』
に
お
い
て
、
岸
岱
は
番
付

の
筆
頭
に
数
え
ら
れ
て
い
る
（
田
島
達
也
「『
平
安
画
家
評
判
記
』
に
つ
い
て
」『
美
術
京

都
』
四
十
三
号
、
二
〇
一
二
年
）。 

三 

原
田
平
作
「
岸
岱
筆 

虎 

解
説
」 

徳
川
義
寛
・
井
上
靖
（
監
）『
皇
室
の
至
宝 

六 

御
物 

障
屏
・
調
度Ⅰ
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
、
二
一
九
頁
。 

四 

正
宗
敦
夫
（
編
）『
地
下
家
伝
』
自
治
日
報
社
、
一
九
六
八
年
。 

五 

『
高
井
鴻
山 

北
斎
を
小
布
施
に
つ
れ
て
き
た
男
』
小
布
施
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一

年
。 

六 

「
小
布
施
町
立
図
書
館
鴻
山
文
庫
分
類
目
録
」『
斯
道
文
庫
論
集
』
四
十
八
号
、
二
〇
一

三
年
。 

七 

岩
佐
伸
一
「
岸
派
の
形
成
と
継
承
に
関
す
る
研
究
」『
鹿
島
美
術
研
究
年
報
十
七
号
別

冊
』
二
〇
〇
〇
年
。 

八 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
十
八
巻
（
小
学
館
、
一
九
七
五
年
）
に
は
「
い
ろ
い
ろ
な
書
画

ま
た
は
布
地
な
ど
を
ま
ぜ
て
張
り
つ
け
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
張
り
つ
け
た
も
の
。
は
り

ま
ぜ
。」
と
あ
る
。 

九 

横
谷
賢
一
郎
「
東
山
第
一
楼
勝
会
書
画
帖
と
寛
政
～
文
化
年
間
の
京
都
画
壇
」『
大
津
市

歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
五
号
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
七
年
。 

一
〇 

久
富
哲
雄
（
編
）『
影
印
仮
名
つ
き
錦
繡
段
・
三
體
詩
・
古
文
真
寶
』
（
ク
レ
ス
出
版
、

一
九
九
二
年
）
よ
り
全
文
を
記
す
。 

李
商
隠
「
錦
瑟
」 

「
錦
瑟
無
端
五
十
弦 

一
弦
一
柱
思
華
年 

荘
生
暁
夢
迷
蝴
蝶 

望
帝
春
心
託
杜
鵑 

滄
海
月
明
珠
有
涙 

藍
田
日
暖
玉
生
煙 

此
情
可
待
成
追
憶 

只
是
當
時
已
惘
然
」 

一
一 

註
一
〇
参
考
文
献
所
収
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
版
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
版

を
参
照
し
た
。 

一
二 

早
稲
田
大
学
図
書
館
本
の
乾
隆
十
一
年
（
一
七
四
六
）
刊
『
重
訂
李
義
山
詩
集
箋
注 

巻
之
上
』
を
、
同
図
書
館
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
参
照
し
た
。
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二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
三
日
閲
覧
。 

一
三 

『
李
商
隠
詩
集
』
に
関
す
る
指
摘
は
川
合
康
三
氏
に
よ
る
。
く
わ
え
て
川
合
氏
は
、
詩

中
の
「
藍
田
日
暖
か
に
し
て
」
の
句
が
溶
け
込
ん
だ
無
名
氏
の
詩
句
が
『
太
平
記
』
に

挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
国
内
に
お
け
る
同
詩
の
受
容
の
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
。
同
氏
選
訳
『
李
商
隠
詩
選
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
。 

一
四 

森
銑
三
・
中
島
理
寿
（
編
）『
近
世
人
名
録
集
成 

第
一
巻
』
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
。 

一
五 

な
お
、
同
書
に
お
け
る
「
文
雅
」
の
項
の
掲
出
基
準
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。 

一
六 

『
東
洋
美
術
大
観
』
第
六
冊
（
審
美
書
院
、
一
九
〇
九
年
）
で
は
、
岸
岱
の
養
子
・
連

山
の
実
子
に
あ
た
る
岸
九
岳
の
談
と
し
て
、
岸
岱
は
岸
駒
に
学
問
を
叩
き
込
ま
れ
、
一

族
で
最
も
文
筆
に
優
れ
た
人
物
と
な
っ
た
と
の
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

一
七 

自
画
賛
の
例
と
し
て
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
作
で
、
旧
作
の
漢
詩
を
添
え
た

「
猛
虎
図
」
が
『
思
文
閣
墨
蹟
資
料
目
録 

和
の
美
』
四
九
二
号
（
思
文
閣
、
二
〇
一
五

年
）
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
岸
駒
画
へ
の
着
賛
に
つ
い
て
は
、
富
山
県
南
砺
市
の

宇
佐
八
幡
宮
に
岸
駒
画
、
岸
岱
賛
の
虎
図
が
伝
わ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
。
小
久
保
啓
一

「
岸
駒
の
金
沢
時
代
と
上
洛
直
後
」
『
岸
矩
か
ら
岸
駒
へ
』
富
山
市
佐
藤
記
念
美
術
館
、

二
〇
一
〇
年
。 

一
八 

註
一
四
参
考
文
献
参
照
。 

一
九 

割
書
は
〔 

〕
で
示
し
た
。
ま
た
割
書
内
の
改
行
は
／
で
示
し
た
。 

二
〇 

早
稲
田
大
学
図
書
館
本
を
、
同
図
書
館
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
参
照
し

た
。
以
下
に
該
当
部
分
を
抜
粋
す
る
。 

「
清
也 

海
賈
云 

中
秋
有
月 

則
是
歳
多
珠
而
円 

和
也 

戴
容
州
曰 

詩
家
景 

如
藍
田
日
暖
良
玉
生
烟
」
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二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
三
日
閲
覧
。 

二
一 

一
文
牛
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
有
坂
与
太
郎
『
伏
見
人
形
』
画
報

社
、
一
九
二
九
年
。
尾
崎
清
次
『
育
児
上
の
縁
喜
に
関
す
る
玩
具
図
譜
』
第
一
巻
、
笠

原
小
児
保
健
研
究
所
、
一
九
三
一
年
。 

二
二 

こ
の
件
に
く
わ
え
、
同
館
に
「
錦
瑟
図
」
に
相
当
す
る
作
品
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
に
つ

い
て
、
館
長
の
金
田
氏
よ
り
口
頭
に
て
ご
教
示
頂
い
た
。 

  

な
お
、
図
一
の
図
版
は
註
一
参
考
文
献
『
岸
派
と
そ
の
系
譜 

岸
駒
か
ら
岸
竹
堂
へ
』
よ
り

掲
出
し
た
。 
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絹
代
之
儀
被
仰
越
候
。 

五
十
疋
位
之
事
ニ
候
故
、 

如
何
様
共
不
苦
候
也
。 

【
凡
例
】 

１
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。 

２
、
読
み
や
す
さ
の
た
め
本
文
中
に
は
適
宜
、
句
読
点
を
加
え
た
。 

３
、
改
行
の
位
置
、
段
落
空
け
は
原
本
に
従
っ
た
。 

４
、
書
簡
の
画
像
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
許
可
を
得
、
同
館
の
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
を
末
尾
に
掲
載
し
た
。 

５
、
翻
刻
お
よ
び
解
題
に
あ
た
っ
て
は
本
学
教
授 

塩
村
耕
先
生
の
ご
指
導
を
賜
っ

た
。 

               

 

華
翰
辱
拝
見
。
如
来
教
、 

万
国
一
般
新
禧
申
納
候
。
先 

以
挙
家
御
清
栄
御
起
居
可 

被
成
奉
賀
候
。
弊
廬
無
事 

致
消
光
候
。
乍
慮
外
御
休
意 

可
被
下
候
。
随
而
此
度
絹
本
之 

画
之
儀
御
申
越
、
具
ニ
承
候
。 

右
ニ
付
為
潤
筆
金
一
円
、
外
ニ 

交
張
用
之
為
謝
金
百
疋 

蒙
恵
、
辱
拝
受
仕
候
。
則 

尺
三
寸
ニ
梅
双
鶴
一
張
、
唐
帋 

交
張
物
五
枚
、
致
揮
写
候
。
差
出
候
。 

御
入
手
可
被
下
候
。 

 

  

一
、
旧
冬
ハ
乕
之
屏
風
画 

差
下
候
ニ
付
為
御
謝
儀
金
五
円
、 

外
ニ
紙
料
金
一
方
御
恵
投 

被
下
、
辱
正
ニ
致
落
手
候
。
奉
多
謝
候
。 

一
、
李
商
隠
之
詩
意
之
画
之
儀 

御
申
越
、
是
又
承
候
。
如
諭
之 

事
ニ
而
人
情
不
免
之
処
ニ
御
座
候
。 
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注
ニ
云
、
此
度
裏
打
申
付
候
得
ハ 

宜
候
得
共
、
御
賞
誉
ニ
預
り
候 

惣
グ
マ
故
、
此
侭
差
出
候
。 

 
荘
生
暁
夢
ハ
宜 

 
望
帝
春
心
も
宜 

 

滄
海
月
明
珠
有
涙 

 

藍
田
日
暖
玉
生
煙 

此
後
対
之
処
、
珠
玉
之
差
別 

可
有
之
哉
と
御
申
越
、
御
尤
ニ
御
座
候
。 

然
処
、
珠
玉
之
差
別
ハ
無
之 

事
ニ
被
存
候
。
段
々
愚
考
も 

致
候
処
、
御
存
之
通
り
、
珠
玉
ニ 

涙
煙
ハ
無
之
事
、
珠
玉
ハ 

同
形
之
事
、
依
之
愚
考
ニ
ハ
、 

海
上
ニ
月
明
、
其
月
ヲ
珠
ニ 

譬
諭
致
候
事
ニ
而
、
自
ラ
水
気
ヲ 

含
候
処
、
藍
田
日
光
、
其
日
ヲ 

玉
ニ
比
し
、
陽
炎
之
躰
ヲ 

煙
ニ
見
立
候
事
と
奉
存
候 

左
候
得
ハ
、
一
幅
中
ニ
ハ
難
認
候 

事
故
、
双
幅
ニ
致
候
。
定
而 

貴
方
ニ
ハ
御
論
も
可
有
之
事
と 

遠
察
仕
候
得
共
、
譬
諭
之
事
ハ 

図
面
ニ
而
ハ
混
雑
之
事
ニ
相
成
候 

尤
、
余
の
碩
学
之
人
も
討
論 

致
候
事
御
座
候
。
是
等
も
譬
諭
之 

処
ニ
心
付
不
申
候
趣
ニ
相
成
り
、
老
拙 

聊
贏
ヲ
取
候
事
ニ
御
座
候
。 

尤
貴
意
ニ
不
適
候
ハ
ゝ
、
無
御
遠
慮 

御
返
し
可
被
下
候
。 

   

先
ハ
右
之
段
得
貴
意 

度
、
頃
日
舛
屋
次
郎
助 

出
途
申
来
ニ
付
、
匆
卒 

呈
一
書
候
。
呉
々
も
右
詩
意 

之
処
、
無
御
遠
慮
御
返
候
而
も 

不
苦
候
。
又
々
御
高
論
も
御
座
候
ハ
ゝ
、 

拝
聴
希
候
。 

一
、
当
春
戯
ニ
認
候
扇
子
一
握 

呈
上
仕
候
。
御
存
も
御
座
候
哉
、
洛
南 

伏
見
街
道
ニ
土
偶
類
ヲ 

鬻
候
家
ニ
一
文
牛
ト
唱
候
、 

如
図
泥
牛
御
座
候
。
夫
ヲ 

認
メ
、
落
款
中
当
年 

大
小
認
候
事
無
遍
大
ニ 

御
座
候
御
専
笑
可
被
下
候
先
ハ 

右
等
得
貴
意
度
、
早
々
頓
首 
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二
月
十
三
日 

岸
筑
前
介 

 

高
井
三
九
郎
様 

 

二
白
、
乍
末
章
御
同
姓
様
へ
も 

宜
し
く
御
伝
声
可
被
下
候
。
以
上 
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